
 
 
 

 

 数のまとまりに着目し、分数でも数の大きさを比べたり計算したり

できるかどうかを考えている。 

 
 

★視覚的教材の活用 

 リットルますや紙テープなどの具体物を用いることで、児童がノートにリッ

トルます図や数直線を用いて、自分の力で分数を表せるようにする。 

★補助プリント（ヒントカード）の活用  

補助プリント（ヒントカード）を用意し、自力解決の際に児童が自由に選択

して活用できるようなシステムを整える。 

★教室内掲示  

 各時間のまとめや既習事項を掲示し、児童が自力解決の際に活用したり、教

師が個別指導する際の手立てとして活用したりする。 

★ホワイトボードの活用 

 ホワイトボードにはマス目を入れ、児童がそれを基に文字や図を書くと、黒

板に貼っても見やすいようにする。また、説明する際に、図や数直線、線分図、

式、言葉等、どのような方法を用いて自力解決を図ったのかを簡潔に書けるよ

うにホワイトボードの上部に見出しを書く枠を設ける。 

★説明する際の話型の活用 

単元を通して、学習の過程で出てきた児童の「分かりやすく説明するための

言葉」を徐々に増やし、児童がそれらを意識しながら説明したり、発表したり

できるようにする。 

★ペア学習の導入  

 全体で発表する前にペアで自分の考えを発表する時間を設け、説明すること

に慣れさせて、自分の考えに自信をもたせられるようにする。 

研究主題に迫る手立て 

本単元における「数学的な見方・考え方」を 

働かせている児童の姿 

 

   



 


